
 

 

 

右の図で、点 A、B は放物線ｙ＝x2上の点であり、 

点 A と点 B のｘ座標はそれぞれ－2，3 である。また、 

△APB＝△AOBとなるような点 P を放物線上にとる。 

 

【問】．放物線ｙ＝x2上の点 O，B の間に点 P を 

とるとき、点 Pのｘ座標を求めよ。 

 

【解法】 

 △APB＝△AOB より 直線 AB からの 

 

点Oまでの距離 ＝ 点 Pまでの距離  ということが分かる。 

  

 よって、求める点 P は、放物線ｙ＝x2と 直線 ABと平行で点Oを通る直線 との交点である。 

 

 以上より、ｙ＝x2とｙ＝ｘの交点である Pのｘ座標は１ と求められる。 

 

 

 

 

【問】．点 Pのｘ座標をすべて
・ ・ ・

求めよ。 

 

 

 

 

【解法】 

 ２つの場合が考えられる。 

 

（ⅰ） 点 P が直線 AB よりも下側にあるとき 

ｙ＝x2 と ｙ＝ｘ との交点である Pのｘ座標は１ と求められる。 

（ⅱ） 点 P が直線 AB よりも上側にあるとき 

    ｙ＝x2 と ｙ＝ｘ＋１２ との交点である Pのｘ座標は－３，４ と求められる。 
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《2018 年度熊本公立入試 改題》 

 

右の図のように、放物線と 2 つの直線のグラフがある。 

放物線上に点Ｐをとるとき、次の問いに答えなさい。 

 

【問１】△ACP＝△ACBとなる点 Pのｘ座標を求めよ。 

 

 

【答】 

△ACP＝△ACB より 直線 ACからの 

点 Pまでの距離 ＝ 点 Bまでの距離  が分かる。 

 よって、求める点 P は、放物線 y ＝
1
3

𝑥2と 直線 AC と平行で点 B を通る直線 との交点である。

以上より、y ＝
1
3

𝑥2とy = −
1
3

𝑥 + 14の交点である Pのｘ座標は－7 と求められる。 

 

 

 

 

【問２】△ACP の面積が、△ACBの 
1
6

 倍となるとき、 

点 P のｘ座標をすべて
・ ・ ・

求めよ。 

 

【答】 

△ACP＝△ACB ×  
1
6

 より 直線 ACからの 

点 Pまでの距離 ＝ 点 Bまでの距離の 
1
6
 倍  である。 

  よって、求める点 Pは、放物線 y ＝
1
3

𝑥2と 直線 ACと平行な直線 との交点である。 

 （ⅰ） 点 Pが直線 AC よりも上側にあるとき 

y ＝
1
3

𝑥2とy = −
1
3

𝑥 + 4の交点である Pのｘ座標は 3，－4 と求められる。 

 （ⅱ） 点 Pが直線 AC よりも下側にあるとき 

y ＝
1
3

𝑥2とy = −
1
3

𝑥の交点である Pのｘ座標は 0，－1 と求められる。 
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